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2021年度 第１四半期決算
為替のプラス影響に加え、主にＰ＆Ｓ事業、マシナリー事業が好調に推移し、増収増益となりました。
事業セグメント利益・営業利益は、第１四半期の決算としては過去最⾼となりました。

売上収益
前年同期⽐ 30.7％増の1,740 億円となりました。

P&S事業は、⼯場のロックダウン影響による供給制限があり、本体販売台数は全体として減少しましたが、
在宅向けの需要の強さは継続し、価格対応を⾏わず販売ができたことや消耗品の堅調な推移により
増収となりました。

マシナリー事業は、主に産業機器の中国での⾃動⾞関連向けの好調さや、⼯業⽤ミシンでのアパレル向け
設備投資需要の回復などにより、⼤幅増収となりました。

事業セグメント利益
前年同期⽐ 203.5％増の262億円となりました。
為替のプラス影響に加え、コロナ影響を⼤きく受けた2020年度の第１四半期からは全ての事業で増収となったことにより、
⼤幅な増益となりました。

2021年度の通期業績予想
為替のプラス影響に加え、主に第１四半期でのP&S事業・マシナリー事業を中⼼とした想定を上回る業績の好調さを受け、
通期業績予想を上⽅修正します。



3



4

それでは業績説明です。

2021年度の 第１四半期における売上収益は、
コロナの影響を⼤きく受けた前年同期⽐ 408億円増となる 1,740億円 となりました。

事業セグメント利益は、175 億円増の 262 億円
営業利益は、172億円増の 265億円となりました。

事業セグメント利益・営業利益ともに第１四半期としては過去最⾼となり、利益率は15％を上回りました。

親会社当期利益は、 120 億円増の 186 億円 となりました。
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事業セグメントごとの業績の⼀覧です。
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2021年度 第1四半期の売上収益の増減要因です。

ご覧のとおり、全ての事業において増収となっております。

・P&S
供給制約による販売への影響があるものの、在宅勤務向けの⼩型複合機・プリンターの需要の強さが継続したこと、
消耗品がインク・レーザーともに堅調に推移したことにより増収となりました。

・P&H
家庭⽤ミシンでの⼿作り需要の継続による普及機および副業⽤途での中⾼級刺しゅう機の販売が引き続き
好調に推移したことにより⼤幅な増収となりました。

・マシナリー
⼯業⽤ミシンのアパレル向け設備投資需要の回復、産業機器の⾃動⾞向けの中国需要の強さが牽引し、
⼤幅な増収となりました。

・N&C
厳しい状況が続きましたが、コロナ影響を⼤きく受けた前年に対しては増収となりました。

・ドミノ
C&Ｍ/DPともに、製品・消耗品が堅調に推移し、増収となりました。

為替は円安により106億円プラスとなり、全社では408億円増の 1,740億円となりました。
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事業セグメント利益の増減要因です。主な要素についてコメントします。

・為替影響
ほぼP&S事業によるものです。

・売上増減
マシナリー事業・P&S事業を中⼼に各事業の売上増が寄与しました。

・物流コスト（※これまでは売上増減に⼊っていたものを今回から物流コストとして記載します）
主にP&S事業での物流コスト（海上運賃・航空運賃）が増加しました。
航空輸送は、⼯場ロックダウンの影響により、消耗品の供給遅延対応を実施したことによるものです。

・価格変動
主にP&S事業によるものです。ミックスの改善により、平均単価があがりました。

これらにより、事業セグメント利益は、175億円増の 262億円となりました。
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通期の業績予想は、
為替を円安⽅向に⾒直したことによるプラス影響に加え、
主に第１四半期でのP&S事業・マシナリー事業を中⼼とした想定を上回る業績の好調さを受け、
5⽉に公表した通期の業績予想を修正します。

売上収益は、前回予想⽐ 690 億円増となる 6,950億円

利益は、
事業セグメント利益は、80億円増の 680億円
営業利益は、 75 億円増の 675億円
親会社当期利益は、 35億円増の 460億円 を⾒込んでいます。
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事業セグメントごとの業績予想の⼀覧です。
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2021年度の売上収益・事業セグメント利益の前回予想からの主な修正要因です。

・P&S事業については、
第１四半期での業績の好調さおよび通期で想定していたよりも販売数量が増える⾒込みとなったことから
売上を上⽅修正。利益については各種リスクを織り込み、据え置きとします。

・P&H事業、マシナリー事業について、主に第１四半期での業績の好調さを受けて売上・利益ともに上⽅修正。

・N&C事業は、⾜元でのコロナ再拡⼤による影響を織り込み下⽅修正。

これらに為替のプラス影響が加わり、売上、事業セグメント利益とも通期の業績⾒通しを引き上げます。
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ネットキャッシュは、1,363億円となりました。棚卸資産の⽔準に⼤きな変化はありません。
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2021年度の設備投資、減価償却費、研究開発費については前回公表時からの変更はありません。

[ご参考]

2021年度の設備投資の主な内容です。

P&S事業
-新製品の⾦型投資
-インクジェットヘッド⽣産を⾏う星崎⼯場（愛知県名古屋市）BCP強化のための建て替え費⽤
-製品・部品の保管⽤の新倉庫（愛知県名古屋市）の建設費⽤

マシナリー事業
-⼯業⽤部品事業の精密⻭⾞製造のための熱処理⼯場（愛知県安城市）の建設費⽤

・21年度の研究開発費については、
マシナリー・FA領域についての新製品開発のための費⽤の増加を⾒込んでいます。
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P&S事業の第１四半期の売上収益は 991億円。現地通貨ベースでの伸び率はプラス11.6％の増収となりました。

・ 通信・プリンティング機器
売上収益は847 億円。現地通貨ベースでの伸び率は、プラス7.1％の増収となりました。

インクジェット複合機においては、供給制約の改善により、製品本体の販売数量は⼤幅に増加しました。

⼀⽅で、レーザー複合機・プリンターでは、2020年度第４四半期に⼯場の操業が⼀時停⽌したことによる供給制約が影響し、
製品本体の販売数量は⼤きく落ち込みました。消耗品については供給遅延対策として空輸対応を実施しました。

製品により供給状況に差が出ているものの、在宅勤務向けの製品本体の需要は引き続き強く、消耗品の堅調な推移と
為替のプラス影響も加わり、事業全体で増収となりました。

・ 電⼦⽂具
売上収益は144億円。現地通貨ベースでの伸び率は プラス48.7％の増収となりました。
ラベルライター・ラベルプリンター、モバイルプリンターを中⼼とするソリューション分野とも、需要回復により、⼤幅な増収となりました。

事業セグメント利益は、部材・物流コストは増加したものの、為替のプラス影響、消耗品全般の堅調な推移により
前年同期⽐プラス75.3％の164億円となりました。
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主要製品の売上伸び率・構成⽐です。

・売上伸び率（現地通貨ベース）
レーザー（LBP）の売上伸び率は、本体がマイナス16%、消耗品はプラス12％となりました。
2020年度第４四半期に⼯場の操業が⼀時停⽌していたことによる、製品本体の供給制約が影響しています。

インクジェット（IJP）の売上伸び率は、本体がプラス79％、消耗品はプラス5%となりました。
前年同期は供給制約のため売上は⼤きく落ち込んでいましたが、今年度は供給状況が改善しています。

・販売台数伸び率︓
レーザー（LBP）では、製品本体の供給制約が影響し、マイナス28％となりました。
インクジェット（IJP）では、供給状況が改善し、プラス65％となりました。
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P&H事業の第１四半期の売上収益は141億円、
現地通貨ベースの伸び率では、プラス22.2％の増収となりました。

家庭⽤ミシンは、⾃宅で過ごす時間が増えたことによる⼿作り需要が継続し、普及機を中⼼に販売が好調であったことに加え、
副業⽤途での中⾼級刺しゅうミシンの需要が拡⼤し、⼤幅な増収となりました。

事業セグメント利益については、31億円となりました。
主に売上増による効果により、前年同期⽐プラス124.7％の⼤幅な増益となりました。
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マシナリー事業の第１四半期は、売上、利益ともに好調に推移しました。

第１四半期の売上収益は、マシナリー事業全体で304億円。
現地通貨ベースでの伸び率は、プラス92.5％の⼤幅な増収となりました。

売上収益の内訳は、
⼯業⽤ミシンが88 億円、産業機器が166億円、⼯業⽤部品が50億円となりました。

・⼯業⽤ミシン
⼯業⽤ミシンセグメントでは、⼯業⽤ミシン（ISM）およびガーメントプリンター（GT）の２つの製品カテゴリーを扱っています。
⼯業⽤ミシンについては、アジア・中国向けでのアパレル設備投資需要の回復により好調に推移しました。
ガーメントプリンターについても欧⽶を中⼼に販売が堅調に推移し、事業全体で⼤幅な増収となりました。

・産業機器
中国の⾃動⾞関連市場向けが好調に推移したことに加え、IT関連顧客向けのスポット受注の効果により、⼤幅な増収と
なりました。

・⼯業⽤部品
⽶州・アジアを中⼼とした需要の回復により、⼤幅な増収となりました。

利益については、増収の効果により⿊字となりました。
事業セグメント利益は、前年同期の１億円の⾚字に対して、52億円の⼤幅な増益となりました。
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四半期ごとの売上収益と受注額です。
受注額は、国内受注と海外受注を合わせた製品本体受注の合計額です。

2020年度の第２四半期から、中国向けを中⼼に受注の強い状態が継続しております。

右側のグラフは、⽇⼯会の受注統計（参考資料）です。内需・外需とも回復が進んでいます。
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N&C事業は、国内でのコロナ再拡⼤の影響により、厳しい経営環境が続いていますが、
店舗事業、カラオケ事業ともに⼤きく低迷していた前年に対して売上増となりました。

第１四半期の売上収益は、70億円、前年同期⽐プラス12.9%の増収となりました。

事業セグメント利益については、
増収および費⽤削減の効果により、前年同期の23億円の⾚字に対して8億円の⾚字となり、⾚字幅は縮⼩しました。

営業利益については、
前年同期の23億円の⾚字に対して、雇⽤調整助成⾦（新型コロナ特例）効果もあり、3億円の⾚字となりました。
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ドミノ事業の第１四半期の売上収益は200億円、ポンドベースの伸び率は、プラス17.8％の増収となりました。

コロナによるロックダウン影響で2020年度 第１四半期は需要が低調であった欧州も⼤きく回復しています。

第１四半期の製品本体は、C&Mに加えてDPも市況が回復しつつあり、
消耗品についてはC&M/DPともに引き続き堅調に推移しています。

事業セグメント利益については、増収の効果により、
コロナ影響で⼤きく落ち込んでいた前年同期の４億円に対して、21億円の⼤幅な増益となりました。
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